
 

 

 

  

 

 

 

早いもので、今学期の学習は本日で終わりました。保護者の皆様におかれましては、お忙しい中先日の進路

懇談会にお集まりいただき、誠にありがとうございました。 

 さて、２学期は生徒にとって進路のことをたくさん考える期間でした。１０日間の現場実習や職場施設見学

会等では、進路に対する考え方や卒業後の具体的なイメージをもつことができた生徒が多かったように思いま

す。その他、進路学習が終わった後に、進路学習室を利用したり、担任の先生に相談したりする姿を見ること

ができました。自分の進路に向き合う様子は、大変頼もしいと感じました。 

３年生になるとすぐに進路懇談会があります。それまでに、ある程度具体的な進路について確認が取れます

と、スムーズな進路開拓へと繋がります。来年の４月にスタートダッシュを決めるためにも、御家庭に配付し

た【進路希望調査票】が重要となってきます。年末年始でお忙しいとは思いますが、お子様とじっくりとお話

ができる時間を用意していただき、調査票の記入をお願いいたします。今後も、進路支援の御理解と御協力を

よろしくお願いいたします。 

 

☆進路希望調査について 

 １２月１５日に、【進路希望調査票】をお配りしています。現在考えている進路の形態

によって、記載する箇所が変わります。よくお読みになり、お子様と十分にお話をされた

上で、御記入してください。提出は１月１５日（月）となっています。 

 また、一般就労及び福祉的就労等を希望される方で、福祉事業所の見学をされていない

御家庭は、冬期休業期間での見学や体験をおすすめしています（今のうちから見学をする

ことを推奨します）。 

 

☆卒業後の生活に向けて 

 障害者就業・生活支援センターの職員より、進路を考える上で理解しておいて欲しいことについて伺う機会

がありましたので、御紹介します。 

自己理解について ・自分の労働観（どんな働き方をしたいかなど）  ・障害や健康面の理解 

・強みと弱みの理解  ・自己対処（不調やストレスへの対応） 

・周囲に理解や配慮を伝えておいた方がいいことの整理 

就労に向けて ・なぜ働きたいのか（動機）の整理  ・規則やマナーが守れるか 

・業務スキル（会社に貢献できるか） 

 卒業後の進路として、福祉的就労や進学等を希望される方も、目指すところは一般就労となります。素敵な

社会人に向けて、在学中から取り組むことが大切です。 

 

 

 

 

２０２３年１２月２２日 

北海道雨竜高等養護学校 

２学年進路担当 

進路支援部 大村 知史 

●進路に関わる今後の予定 

  １月１５日（月）  第３学期始業式、進路希望調査票提出 

  ３月１５日（金）  保護者懇談会 

  ４月１２日（金）  進路懇談会（３者懇談）    

裏のページに 

「進路のてびき資料編」 

より抜粋した障害者福祉

事業所検索サイトの案内

があります。 

参考にしてください。 


